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第3表 即{立犠礼と最初の石清水・賀茂行幸、最初の相撲節の需龍状況

平域議詐 ~ f!p伎 と格撲箭
大向元 (806)3- 大向元 (806)5・18 大向2(807) 7・7 大興計808)11・14

護蟻銭詐 二期{立 t 相撲富:
大潟4(809)4・1 大関4(809) 4・13 弘仁元(810)7・7 弘仁元(810)11・19

j事和践詐 ~ f!p位 工大嘗祭 =揺摸蔀
弘仁14(823)4-16 弘仁14(823) 4・27 弘仁14(823) 11・17 天長引826)7・16

イニ明賎詐 t 即位 二椙接話:
フミ長10(833) 2・28 天長10(833) 3・6 天長10(833)7・16 天長10(833)11・15

文穫践昨 工郎{立 工大〈葬祭 多栂撲節
嘉;手3(850)3-21 姦浮3(850) 4・17 二楽元(851)11・23 天安2(858) 7・21つ

講和践詐 f!p位 工大嘗祭 影栂援節
天安2(858) 8 -27 天安2(858) 11・言説先(859)11・16 点毅3(861)7・26

!警戒践詐 ~ f!P哉 と報撲節
点観18(876)11・29 元慶元 (877)lE -3 元慶元(877)7・ 元怒元 (877)11・18

光若手銭詐 と部{立 ?檎援露:
元愛8(884) 2・4 元愛8(884) 2・23 鐙8(884) 7・29 元愛8(884) 11・22

宇多践於部位 工大?霊祭 t強援箭
仁和3(887) 8・26 仁和3(887) 11・17 仁和以888)11・ 覧手元 (889)7・28

醍欝践詐 ユ即位 ご大嘗祭 E 諮接節
寛寺三9(897) 7・王 手 引897)7・13 箆平制約7)11・20 雪渓2(899) 7・

朱雀践詐 f!Pf立 ユ揺援節
延長引930)9・22 延長創設30)11・21 承率引932)7・28 承ネ2(932)

村上践詐 aPf立
フミ密告・20 天慶ヲ(946)4・28 叉鐙9(9必)7・28 天援9(946) 11・16

冷泉践詐 とaP位 =懇援範
康保4(967) 5・ 渓i宗達(967)11・11 安和元(968)7・30 安和元 (968)11・

荷数践詐 r部{立 と栂議節
安和2(969) 8・13 安和2(96号)9・ 天禄元 (970)7・ 天禄元役70)11・

詑ul 践詐 t部{立
永製告・ 去二緩2(984) 10・10 11・21

践最下 r却{立 :大嘗祭 主総髪室告 と石請水行幸一一一→
認手02(986) 6・ 箆和2(986) 7・ 箆手・ 永怒元 (987)7・ 永延元 (987)11・8 永延元(987)12・

三条銭iII下 t即位
寛弘8(1011)十 13 寛弘8(1011) 10-16 長李 11・22 三和2(1013) 7・m 長和2(1013)11・ 長私以1013) ・

後 一条賎詐 f!P{立 工大嘗祭 ェ石j対行幸一一一→袈即淳一一一一骨格援節
長和5(1016) ・29 交手設計1016)2・7 長和5(1016)11・ 寛仁元(1017)2・3 寛仁元(1017)11・ 交仁2(1018)7・

践詐 7 良[J{立 ご大嘗祭 Z石j清水行幸一一一一彰揺議欝 L賀茂行幸
交え9(1036)4・17 交え9(1036) 7 -10 交元9(1036) 11・17 長滋元(1037)3・9 長怒元(1037)7・ 長暦元(1037)8・11

後冷泉議詐 f![J{立 と大嘗祭
16 寛箆・8 永承 11・ 永余計1047)3・8 永主主・ 永余計1047)7・一

後三五条 践詐 f![J{立 Z大密交
19 治怒ぷ1068)7・21 治潜 11・ 延久元(10母音・逐久元(1069)7・ 延久元(1069)8・2

自j可践詐 二部{立
廷夕、以10(2) ・s 怒久ぷ1072)12・29

議i可
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第4表場河-鳥羽天皇期の相撲節
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れた(

同日条)、 28日には新制 9ヶ 気」

との関係を含むものかは不明であるが、少なくとも鳥
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くなるようなj犬況とあわせ
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においても、
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したのである O
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れてい
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ほほ五
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れている o

その文治3

同年10月29

る

た内容を記している C

であるが、

を中心、としたものだった。

月3日条に のことなどについ

と称しているように(

されたとみられてい
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シ〕

且可v被二念仰下一、

について述べているむこ

としたものである古人

日されるつ

とされていたのであるな

ともみなすことのできる
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を対象とし
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にみえるとしている
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4 にかかわっては知られないが、

12 



大日方克 己

後朱雀

鳥羽

設白河

後鳥羽

後堀河

第5表相撲部を対象とした過差禁制

年・月 .8 内 容

永延 2 (988) 7・28I禁審倍

長保5 (1003) 7・2 I相撲詞自詞、不可改装束

長和 2 (1013) 7・19 相撲不可藩雨邑

長手05 (1016) 6・25 桔撲召合・抜出等日、不可改装束

寛仁 3 (1019) 7・2C 相撲装束二襲、其制尤重

治安3 (1023) 7・26

万美子元 (1024) 7・29I梧撲i誇日、不可改装束

長 元 ( 1029) 7・12I相撲不可着用二欝装束

長元(1031) 7・25I相撲両日上下装束二議禁過(差〕

長久 ( 1041) 7・18i節呂倒的侍豆美眼停止

永久4 (1l16) 7. 12 I五節相撲爵日題、不可改蒼装束二具

探元 3 (1158) 6・261雨宮不可改装束

建久2 (1l91) 3・281五主主棺撲節謂日間、男女男装束改着二具、可停止之

3 (1231) 11・3 I五節相撲節雨自関、男女改着二兵停止之

召合/抜出の関罷日 i音楽

7・28/7・29

7・27/7・28

7・29/8・ 10

停止

|7-28lo  
7・27/7・28

7・29/7・30

7・27/7・28

7・29/7・30

7・28/

停止

6・27/6・28

一
条
一
条

天
一
一

設一条

され、

がそれ

(1158) 

したものといえる。

しか

日条に

2年 (988) までさかのぼるむ;日 7月28

が出されていたむつい

とみえるむ

応、するものと考えられる。

以下、第5

5年(1003) にも B ア月 2日条に

2 

に集中してみえる/ヘいずれも個々の相

または

・抜出の 2日開

における

もに

していないこともあり、

られるのみであるが、いずれも新制とされている合

ア月 18Bに

されたが、

、

3年とと

されたとしているつ

されてい

る という

のものは二日間

るが、これまで 五と

について、

このよう

るむ

とし 支」

という

にみえるとしたのは、こうし

における個別

したものになっている苧

においたものであろうむ

は出されていないとされるが、たとえば

13 



と

7年(1093) 7月23司条には

とみえ、 されるべきだとされていた。

は出されていなくても、

としたいわ

していえよう。

る

ら、ある

にもみられる

38 

と、

える G

を

し

ることが少なく、

され、より

れな

とあるのみで、

みえな

とされる 76¥むそれま

られたためだとされる

ものとして;まずされたのである

〉え

れうるものであ乃 びうるものとし

号込まれ

していたこと

も;之、

も をもち、

6月30日には、

2年 10月3司には、

11月 8に

9月22 にも

ることになってい

れている汀明月

月月 8

におい れているが、これ によ

。

は、

したかは必ずしも明確で、はない。しか

ることになっていたげ明月記j日月23日

だせない。

していったらしいとしている

日も場所も一見すると多様であるが、

り、その年の11月22日に

(1210) 11月に鼓砕し

下

」ψが ら ら と

れているsへいずれも

にかわる誌による

され

その 2年

と

とみほ;玄関時期に行われていることを

るべきであろうむ

さ治、の;ぎつ J 
'D 4 にも している O 2年 10月278に日



大ヨ方克己

-+-
令プ している( 向任条)む

し、 9 盟ア日にもま

くから行われていたのは 8月日日

院も (1150) 2月6日には、

同呂ァK/む

していたむまた前述のように天永2年(1111)にも、 8月228、9月9日

8月15

なければならなくなっ

たことを述べている o

向
同 されるようになっ

され、また誌とん

るものであったむ

されなくなった相撲節に代わ

ていたことも考えられる。これ

とっては、

る告白

らを

きる

よる

とされたのである C

きとし

~-

るべきだろう

与に

4年 (1074) を、その 中止の状況

を

、 の相撲節辻、

る{義が開{寵された。これ;ま

しかしこのこと

えるものでもあっ

ア
PJじ

なっていったといえるむ i完・

られるべきで、

たのであるむ

3 

れなくなっていくむ

ものだったともいえるむ

れるようになるなか、

され、

}〆

る

し、

しさと

として

しくしていっ

とし

れたのであるが、

係が、それ以前と

されるような院と

ンスト

レーションとして

ま

されたのであるむしかし

ある

る として をよ 1) ものにし、 2震と

とする秩浮に

されること;まなくなっていったといえ

る合

15 



と

における ていく o 10世紀末以来、個別の相

に対してだされて

布されるようになったむ

にある

されていないがしかし

とし

かっ

にし

きる

は問題にされず、むしろ

ものだったともいえる。 I完政期か

ったといえるむ

れたとすべきだろう。

ら消える

院によ乃誌を中心とし られたが、

を前提とし

システムについては新田一郎氏の検討があるが料、

まで含めて、今後体系的 られていかなければならない

にとどまらず、 ついても院と天皇の関係のな

の変化を総体とし していくことも大きな課題であろ

刀、土、 したが、 と をめぐる

しえたのではないかと考える G

1 )大日方克己

出JII出版社、

4) 川、右言副長元4年7月18日条、 23日条。

5) 小松茂美年中行事絵巻J成立への道J(日

、東京、中央公論社、

ていない。

よる報告を51

には明確に記されないが、記主藤原経

を奉行していることから建春門院の

r中右記j同日条はf午時許、昇ゴ卸寝殿♂、上皇、

主上向調、垂ゴ卸簾等と記す。

、東京、吉川弘文館、 1993年)など。 15)小松、註5前掲論文 ;w中、註5前掲論文、竹

6)大岳方克己「承安田年、最後の相撲節J(r本j 居明男「蓮華王院の宝蔵ー納物・年代記・絵巻

-J (古代学協会端 f後白河i完j、東京、古川弘文

については、大日方註6前掲 館、 1993年);田島公「典籍の伝来と文庫 (r8 

と武士J(中世東国史研究 本の時代史 30 控史と素材j、東京、古川弘文

、東京、東京大学出版 館、 2004年)など。

会、 1988年)など。 16)r楽舞要銭j相撲節にもみえる。

8)野口、註7前掲論文。 17)五味、註5前掲論文。

18)註15前掲諾論文など。

19) 兵範記 i呆元 3年正月228条にも

長元以後中絶云々Jとみえる。

16 (350) 



大出方克己

20) 

23)宅問、

承安4年 5月26日付

大寺文書 1-1-242、

25) r百錬抄jは10月98とするが誤りである

26)以上、高倉天皇の器所については宅鶴、註22前

と祭泥j、東京、続群書類、詫完成会、 19悦年、初

出1991年)。

一条は寛弘8年6月22日に死去、また冷泉院も

10月248に死去した (tj、上;御堂関白記権記 )0

却堂関白長和 5年7月24日条、

長和 5年ア月今月条など。

三条誌が5月9自に死去したもの

の開寵準舗に入ったがヴ鰐堂開自記)、 7月17

Eに疫病を理患に紹撲節を中止した(目、右記)

承腎元年7月258条、

!之、龍之年7月27 条、

r.官、諒3年7月29 条。

以上

38)大村拓生

開

として相撲人に撚った霜をヲi

ぞれ正四位下に叙せられた。

後二条部通記j永長元年 7月29 条に;ま f参

説、顎之参一京極殻云々、召合延引、如二先刻一

であり、

河院は「此後御神心迷乱、

だったという O

1997年九

摂設が代って行ったという意味があるのだろう

かjとしているが、一条天皇の代始相撲部として

7月27日に召合、 28日に抜出が開催されているこ

と(8本紀略j向日条人以後同様な部がみえな

いことなどから、一条王権のあり方とかかわって

き課題であろう 5

美)1 i圭 f自河法皇(東京、日

2003年); 

39)忍合は 7月29日、抜出は30日に行われたは後 京、古)11弘文館、 2002年)など。

i可思条)0 殻暦j康和 2年 6月四日

40)寛治 5年間7月6 に白河院が左大窪源俊房第 (1082) 7月29日に規亡して(

17 



同日条)以来、

かった。

? 

2年まで再建されていな

7月17日条。右大臣に忠実、

大納言に源凱宏、・ i原俊明、

中納言に藤原経実・源後実、権中納言に藤

と

G年正月 4日条など。

66)建久2年 3月28日「後鳥;J;J天皇宣旨(三代f1l1J符、

原i呆実、参議に源能{変・藤原忠教など。左大臣源 67)佐々木文昭 f平安時代末・

-権大納言藤原家忠をのぞ、いて大臣・大納言 案~.制 J ( 

クラスは…訴される大かが乃な人事になっている。

49) 限立!雪中右記j康和 4年 7月28日条。すでに

八月云々〉、

と言己されている。

天永 2年 8月18日条によると、この

か公卿14入

のEI

I)c 

オミめることは、

美}II註50前掲書をはじめとする近年の読政研究の

成果に従う。

60) 

など。

61) 

向日条に f賀茂行幸世 1~始j と

久安元年12月48条、

18 

1997年)。

は寿永 2年8月

18 に大嘗祭を行

8に石1青水社、 11月14日に賀

した O

相撲誌の過惹禁制の倒について辻、佐々木文昭

平安中・後期の過惹禁制註U謡掲書、初出

する平安京J( 

文永10年 9月278

11420号)0 

67前掲書、初出1980年)。

佐々木、註76前掲論文。

78)子千鳥氏記録」げ大臣

収)0 

79)新田、註3前掲書。

(公家新lljU、

{東京、創文社、

第4編第 5巻所

80) )11真徳天皇は、承元4年11月25日に践幹(

両日条)、 12月28日に叩位 (r玉菜、j向日

が、建暦元年11月に予定され

の死去により延期となり、建暦2

われたげ明月記j同司

81)なお鎌倉期、建永2年 6丹2881すで、

左近i若府から妃知・和泉・河内・摂津ー播磨・伊

・近江・若狭に対ーして、石渚水放生会と北野宮

御会の相撲をつとめさせるため、 118貢相撲人J



や i新定自丁」の進上することを命じている(

丹記;承元元年7月8臼条)。この文言

安4年 3月7 fす「左近衛府ー牒jに類似している

が、どれだけ実効性をもったかは疑わしい。

し

羽院政期に求めている C

83) 

E 己

と

会、 2008年)など院政期を中心とした出家と議札

体系を、鰭別にま

をふま

ら自家議

に言命じていく点についてはまだ

されていると思われる C

There are many studies on ancient sumai no sechi ritual of sumo . The 

of them， however， focused on the ritual until the middle Heian era. Meanwhile， its characteristics in 

the late Heian era， a structured under the cloister rule， remained unstudied. 

structure centered on the Grand なoko)and 

This article examines dimensions of the surno JlO sechi in the late Heian era in terms of the power 

and the of the cloister 

sumai no sechi in 1088 and 1095 the Horikawa era， and that in 1174 

the Takakura event in which the Grand 

side siせewas held after the 

the power and of the Grand the same ム
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L a new type of structure in the late Heian era. sumai 720 sechi 

This new event， had an 1ミTas established as a state ritual under the 

and the the sumo 

visited the 

its function. Afterwards， no sumai no sechi was held for a while， but 

held in 1158 and 1174 as a one-time event. In case of the 1158 ritual， it had a 

of the 

the power of the Heike clan as well as the throne of Grand 

of rituals was 

a actlon 

Goshirakawa Takakura. Further 

Kamakura the Grand 

Goshirakawa. Sumai no sechi in 1174 was 

who was in power under the cloister rule. However， such 

abolished. attempts successful， and sumai no sechi as a state ritual was 
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